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もあった。第 7 章では、3 課題の共通する語数で
ある 5 語、6 語、7 語の再生結果を比較し、異な
る言語水準における認知機能の個人差について考
察をした。その結果、再生語数により群間、群内
で記憶再生の処理が異なっていることが明らかに
なった。また、再生語数が多くなると、群間での
処理の違いが小さくなること、さらに、再生課題
の語数にかかわらず、2 群における再生語数の差
はほぼ一定であることも明らかになった。ここで
は、個人差とワーキングメモリの関係についての
さらなる考察のために、背景において特徴的な高
校生の再生を個別に研究した。その結果、バイリ
ンガル生徒の再生に日本語以外の言語の影響が見
られなかったこと、3 組の姉弟の再生に類似性が
あること、さらに、学習経験のある生徒は英単語
の再生が英文の再生よりも低く、大学生の再生に
似ていることが明らかになった。
第 8 章では、本調査の結果をまとめ、そこから
得られた教育的示唆から、今後の英語教育への応
用について述べた。高校生の数字再生に日本語の
影響が強かったことから、普段の授業における英
語や数字の過剰学習や、授業外で英語の数字や英
語頻度語を多く使用すること、また、英単語の再
生に語の親密度が影響をしていたことから、語彙
量を増やし、英語に速くアクセスできるような練
習を重ねることの必要性、さらに、英文再生でも
統語意味知識の影響が強かったことから、語彙量
や統語知識を増やすことと、チャンクの記憶学習
を増やし、長期記憶に定着させることの重要性に
ついて述べた。
